
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
研
究
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
地
区
の
緑
を
よ
り
良
い
形
で
未

来
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、団
地
自
治
会
、

日
野
市
、
U
R
都
市
機
構
に
よ
る
三
者
勉

強
会
を
開
催
し
、
住
棟
配
置
計
画
や
屋
外

空
間
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
情
報
意
見

交
換
を
繰
り
返
し
、
建
替
計
画
を
ま
と
め

ま
し
た
。

団
地
建
設
前
か
ら
存
在
す
る
「
多
摩
平

の
森
自
然
公
園
」
の
緑
地
や
「
ユ
リ
ノ
キ

通
り
」、「
日
野
台
教
会
・
幼
稚
園
（
旧
農
村

ま
し
た
。
ま
た
、
潜
熱
回
収
型
給
湯
暖
房

機
な
ど
を
取
り
入
れ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
も
配
慮
す
る
な
ど
、
16
項
目
の
環
境
配

慮
技
術
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育

成
サ
ポ
ー
ト
や
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。
緑

の
保
全
・
育
成
に
努
め
る
〝
緑
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
〞
や
共
同
花
壇
に
植
え
つ
け
る

苗
の
提
供
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

お
住
ま
い
の
方
々
や
市
と
共
に
、
40
年

の
歳
月
を
経
た
団
地
を
再
生
し
、
自
然
と

触
れ
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た

多
摩
平
の
森
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
う

し
た
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
再
生
計
画

は
、
平
成
20
年
に
、
U
N
E
P
（
国
連
環
境
計

画
）
の
承
認
を
受
け
た
国
際
的
表
彰
制
度

「L
iv
C
om
A
w
ard
2008

」
に
お
い
て
、

環
境
配
慮
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
銀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
（
＊
）
。

今
後
も
、「
も
っ
と
、
ほ
っ
と
、
す
る
ま

ち
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
豊
田
駅
周
辺

地
区
を
含
め
た
、
人
と
緑
が
交
流
す
る
快

適
で
住
み
心
地
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

伝
道
学
校
）
」
な
ど
、
自
然
・
文
化
遺
産
の
管

理
と
活
用
も
、
建
替
計
画
の
重
要
な
テ
ー

マ
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
多
摩
平
の

森
自
然
公
園
で
の
活
動
の
提
案
や
公
園
内

の
設
計
、
整
備
の
方
向
性
を
検
討
し
ま
し

た
。技

術
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、〝
グ
リ
ー

ン
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
（
既
存
樹
木
の
1
0
0
％

活
用
を
目
指
し
て
、
保
存
・
移
植
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

う
シ
ス
テ
ム
）
〞
や
〝
壁
面
緑
化
〞
な
ど
を
活

用
し
、
自
然
環
境
の
保
全
と
再
生
に
努
め

多
摩
平
の
森
は
、
大
正
時
代
に
宮
内
省

の
御
料
林
と
し
て
設
け
ら
れ
た
樹
林
の
一

部
を
内
包
す
る
緑
豊
か
な
団
地
。
昭
和
33

年
に
大
都
市
近
郊
の
衛
星
都
市
と
し
て
誕

生
し
て
以
来
40
年
間
、
既
存
樹
木
の
保
全

と
育
成
に
努
め
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
9
年
に
は
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
機

能
更
新
の
た
め
団
地
の
建
替
事
業
に
着

手
。〝
自
然
緑
地
を
建
替
え
後
の
団
地
環

境
の
中
で
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
〞を
重

要
課
題
に
掲
げ
、
自
然
と
の
共
生
を
目
指

し
て
、
13
年
に
渡
っ
て
再
生
事
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

再
生
計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
森
を

守
り
、
ふ
れ
あ
う
く
ら
し
」。
緑
の
継
承
と

育
成
を
軸
と
し
た
景
観
の
向
上
と
生
態
系

の
保
全
を
目
指
し
ま
し
た
。
既
存
樹
木
を

1
本
1
本
調
査
し
、
お
住
ま
い
の
方
の
ご

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
6
割
に
あ
た

る
樹
木
の
保
存
・
移
植
を
行
い
、
さ
ら
に

新
し
い
樹
木
を
植
え
る
こ
と
で
豊
か
な
緑

地
空
間
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
摩
平
の
森
自
然
公
園
と
団
地

周
辺
の
緑
地
を
〝
緑
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
〞
と
位
置
づ
け
、
緑
地
を
繋
ぐ
〝
緑
の

回
廊
〞
や
〝
ビ
オ
ト
ー
プ
〞を
設
け
て
、
生

態
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。

多
摩
平
の
森
で
は
、
お
住
ま
い
の
方
の

緑
へ
の
思
い
を
事
業
に
反
映
す
る
た
め
、
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A広域位置図

A環境配慮技術

A環境配慮に取り組むコミュニティづくり

団 地 再 生

▼

▲

〝
既
存
の
緑
を
生
か
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
〞を
テ
ー
マ
に
再
生
を
行
っ
た

多
摩
平
の
森
。
緑
地
の
保
全
と
育
成
に
努
め
た
再
生
計
画
は
、リ
ブ
コ
ム
ア
ワ
ー
ド

2
0
0
8
に
て
環
境
配
慮
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

﹇

多
摩
平
の
森
東
京
都
日
野
市

﹈

緑
の
継
承
と
育
成
を

再
生
事
業
の
骨
格
に

森
に
親
し
む

住
環
境
づ
く
り

平成14年3月

団地概要（多摩平の森）

管理開始

所 在 地

敷地面積

東京都日野市多摩平

約12ha（自然公園約1haを含む）

戸　　数 1,528戸

A緑のネットワークづくり

上／団地全体で最も太いユリノキ。幹ま
わりは約3.98m、樹丈は約25m
下／文化遺産のひとつ、旧農村伝道学校
の跡地に建つ教会 団地内には広さ約１haの多摩平の森自然公園が広がる

人
と
人
、人
と
緑
が
交
流
す
る

こ
れ
か
ら
の
「
多
摩
平
の
森
」

緑
地
の
保
全
と
育
成
で

ま
ち
と
人
と
自
然
を
結
ぶ

多摩平の森では、以下の4カテゴリーで合計16項目の環境配慮技術を実践しています。

緑の継承と育成をテーマに、お住まいの方々とともに、緑のワークショップや各種イベントの開催などを行ってい
ます

●自然領地の保全

自 然 環 境 の 保 全 ・ 再 生

資源の有効活用と廃棄物の削減

右上／お住まいの方々
のボランティア組織が
保存移植樹に実った梅
で梅干や梅酒づくり
左上／緑のワークショ
ップから生まれた共同
花壇
左下／お住まいの方々
の自主管理組織による
下草の手入れ

省 エ ネ ル ギ ー 化 ・ 快 適 性

環境に配慮したライフスタイル

●グリーンバンクシステム

●その他

●超節水型便器

●エコマテリアルケーブルの使用

●その他

●潜熱回収型給湯暖房機

●太陽光発電

●その他

●緑のワークショップ

●共同花壇

●その他

＊受賞の詳細は下記URLをご覧下さい
http://www.ur-net.go.jp/urbandesign/landscape7.html

団地の緑は地域に広がる緑としても大きな役
割を担っています。団地内と団地周辺の緑の
両方が保存・継承されることが重要であり、そ
れを「緑のトライアングル」と位置づけまし
た。建替事業では、団地内の並木や樹林を歩
行動線でつないだ「緑の回廊」や、ケヤキ通
り・ユリノキ通りなどの「街路の緑」を活かし
て「緑のネットワーク」を創出しています。


